






〔研究目的〕 

 乳幼児突然死症候群(SIDS)の発生病理を解明し,危険因子を明らかにするとともに確固

たる予防対策を確立する。 

〔研究方法〕 

 (1)乳幼児突然死症候群の主な病態生理を睡眠時の呼吸障害と考え,乳幼児の睡眠機構と

呼吸との関連を臨床と基礎の両面から研究した。 

 (2)文献検索システムを使用し,内外の SIDS 関連文献を全て収載した。 

 (3)人口動態統計を用いて神奈川県下の SIDS症例の疫学調査を実施した。またホームモ

ニタリングの方法を臨床的に再検討した。 


